
　

今
年
だ
け
、
三
つ

　

今
年
だ
け
、
三
つ

の
祝
日
の
日
に
ち

の
祝
日
の
日
に
ち

が
変
わ
り
ま
す
▼

が
変
わ
り
ま
す
▼

「
海
の
日
」「
体
育

「
海
の
日
」「
体
育

の
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の

の
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の

日
）
」「
山
の
日
」
が
オ
リ

日
）
」「
山
の
日
」
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
影
響
で
日

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
影
響
で
日

に
ち
変
更
を
す
る
措
置
が
取

に
ち
変
更
を
す
る
措
置
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
▼
恒
例
行
事

ら
れ
て
い
ま
す
▼
恒
例
行
事

と
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
る

と
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
る

「
鎌
倉
花
火
大
会
」
も
ま

「
鎌
倉
花
火
大
会
」
も
ま

た
、
開
催
中
止
が
発
表
さ
れ

た
、
開
催
中
止
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
▼
警
備
や
花
火
台
船

ま
し
た
▼
警
備
や
花
火
台
船

の
停
泊
場
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
停
泊
場
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
会
場

の
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
会
場

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

理
由
の
よ
う
で
す
▼
こ
の
時

理
由
の
よ
う
で
す
▼
こ
の
時

期
だ
か
ら
こ
そ
鎌
倉
の
土
地

期
だ
か
ら
こ
そ
鎌
倉
の
土
地

を
初
め
て
訪
れ
る
よ
う
な
外

を
初
め
て
訪
れ
る
よ
う
な
外

国
人
な
ど
に
も
、
日
本
の
夏

国
人
な
ど
に
も
、
日
本
の
夏

の
風
物
詩
の
１
つ
を
体
感
し

の
風
物
詩
の
１
つ
を
体
感
し

て
も
ら
え
る
機
会
と
思
っ
て

て
も
ら
え
る
機
会
と
思
っ
て

い
た
だ
け
に
残
念
な
気
持
ち

い
た
だ
け
に
残
念
な
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
▼
予
期
せ
ぬ
自

も
あ
り
ま
す
▼
予
期
せ
ぬ
自

然
災
害
で
は
な
く
、
予
定
し

然
災
害
で
は
な
く
、
予
定
し

て
い
る
事
案
に
関
し
て
は
、

て
い
る
事
案
に
関
し
て
は
、

祝
日
を
変
更
す
る
く
ら
い
の

祝
日
を
変
更
す
る
く
ら
い
の

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

い
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
横
須
賀

　

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
横
須
賀

線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
寿

線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
寿

福
寺
の
前
を
過
ぎ
た
先
に
英

福
寺
の
前
を
過
ぎ
た
先
に
英

勝
寺
が
あ
り
ま
す
。
英
勝
寺

勝
寺
が
あ
り
ま
す
。
英
勝
寺

は
１
６
３
６
年
（
寛
永

は
１
６
３
６
年
（
寛
永
1313
）

に
徳
川
家
康
の
側
室
で
あ
っ

に
徳
川
家
康
の
側
室
で
あ
っ

た
英
勝
院
尼
が
開
い
た
浄
土

た
英
勝
院
尼
が
開
い
た
浄
土

宗
の
古
刹
で
す
。

宗
の
古
刹
で
す
。

　

英
勝
院
尼
は
、
江
戸
城
築

　

英
勝
院
尼
は
、
江
戸
城
築

城
な
ど
で
知
ら
れ
る

城
な
ど
で
知
ら
れ
る
太お

お
お
お

田た

道ど
う
ど
う

灌か
ん
か
ん

の
孫
「

の
孫
「
梶か

じ
か
じ

」
で
、
徳
川
家

」
で
、
徳
川
家

康
に
見
込
ま
れ
寵
愛
を
受
け

康
に
見
込
ま
れ
寵
愛
を
受
け

側
室
と
な
り
ま
し
た
。
戦
と

側
室
と
な
り
ま
し
た
。
戦
と

な
れ
ば
家
康
の
お
供
を
し
、

な
れ
ば
家
康
の
お
供
を
し
、

そ
れ
が
連
戦
連
勝
、
関
ヶ
原

そ
れ
が
連
戦
連
勝
、
関
ヶ
原

合
戦
の
勝
利
を
祝
い
縁
起
の

合
戦
の
勝
利
を
祝
い
縁
起
の

い
い
「
お
勝
ち
」
の
名
を
賜

い
い
「
お
勝
ち
」
の
名
を
賜

り
「
お
勝
ち
の
局
」
と
呼
ば

り
「
お
勝
ち
の
局
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
家
康
死
後
、
出
家

　

や
が
て
家
康
死
後
、
出
家

し
名
を
「
英
勝
院
」
と
改
め

し
名
を
「
英
勝
院
」
と
改
め

英
勝
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し

英
勝
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
寺
は
代
々
水
戸
家
の
姫

た
。
寺
は
代
々
水
戸
家
の
姫

が
住
持
を
務
め
た
こ
と
で

が
住
持
を
務
め
た
こ
と
で

と
し
た
仏
殿
か
ら
山
門
が
建

と
し
た
仏
殿
か
ら
山
門
が
建

ち
並
び
ま
す
。

ち
並
び
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
み
ほ
と
け

　

さ
て
、
今
回
の
み
ほ
と
け

は
こ
の
山
門
楼
上
の
阿
弥
陀

は
こ
の
山
門
楼
上
の
阿
弥
陀

三
尊
像
で
す
。
特
別
に
ご
許

三
尊
像
で
す
。
特
別
に
ご
許

可
い
た
だ
き
、
急
な
階
段
を

可
い
た
だ
き
、
急
な
階
段
を

手
す
り
に
す
が
る
よ
う
に
上

手
す
り
に
す
が
る
よ
う
に
上

が
る
と
、
正
面
に
阿
弥
陀
三

が
る
と
、
正
面
に
阿
弥
陀
三

尊
そ
し
て
十
六
羅
漢
像
が
立

尊
そ
し
て
十
六
羅
漢
像
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
寛
永

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
寛
永
2020

年
に
建
立
さ
れ
た
山
門
は
幾

年
に
建
立
さ
れ
た
山
門
は
幾

度
と
再
建
修
復
が
な
さ
れ
現

度
と
再
建
修
復
が
な
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
お
り
、
寺
の
歴

在
に
至
っ
て
お
り
、
寺
の
歴

史
を
感
じ
受
け
ま
し
た
。

史
を
感
じ
受
け
ま
し
た
。

　

中
尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
大

　

中
尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
大

き
な
蓮
台
上
に
安
ら
か
に
坐

き
な
蓮
台
上
に
安
ら
か
に
坐

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
右
脇
侍

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
右
脇
侍

は
観
音
菩
薩
が
蓮
華
を
捧
げ

は
観
音
菩
薩
が
蓮
華
を
捧
げ

て
お
ら
れ
る
姿
。
左
は
合
掌

て
お
ら
れ
る
姿
。
左
は
合
掌

さ
れ
る
勢
至
菩
薩
が
並
ば
れ

さ
れ
る
勢
至
菩
薩
が
並
ば
れ

ま
す
。
三
尊
み
な
穏
や
か
で

ま
す
。
三
尊
み
な
穏
や
か
で

や
さ
し
い
印
象
で
す
。

や
さ
し
い
印
象
で
す
。

　

お
顔
を
拝
し
て
お
り
ま
す

　

お
顔
を
拝
し
て
お
り
ま
す

と
、
仏
殿
か
ら
ご
住
職
の
尼

と
、
仏
殿
か
ら
ご
住
職
の
尼

僧
さ
ま
の
お
経
が
静
々
と
聴

僧
さ
ま
の
お
経
が
静
々
と
聴

こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
徳

こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
徳

川
家
を
支
え
た
姫
君
を
お
守

川
家
を
支
え
た
姫
君
を
お
守

り
す
る
も
の
悲
し
さ
と
誇
り

り
す
る
も
の
悲
し
さ
と
誇
り

を
感
ず
る
英
勝
寺
さ
ま
で
し

を
感
ず
る
英
勝
寺
さ
ま
で
し

た
。
た
。

　

各
寄
木
造
、
玉
眼
、
漆

　

各
寄
木
造
、
玉
眼
、
漆

箔
、
像
高
は
阿
弥
陀

箔
、
像
高
は
阿
弥
陀
4343
・
８
・
８

㎝
、観
音

㎝
、観
音
5050
・
５
㎝
、勢
至

・
５
㎝
、勢
至
5050

・
０
㎝
。
江
戸
時
代
（
寛
永

・
０
㎝
。
江
戸
時
代
（
寛
永

2020
年
）
。山
門
楼
上
拝
観
は

年
）
。山
門
楼
上
拝
観
は

不
可
。
拝
観
は
木
曜
定
休
。

不
可
。
拝
観
は
木
曜
定
休
。

国
武
将
の
紹

国
武
将
の
紹

介
、
玉
縄
の

介
、
玉
縄
の

歴
史
年
表
な

歴
史
年
表
な

ど
が
掲
載
さ

ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

今
年
も
１

　

今
年
も
１

月
か
ら
３
月

月
か
ら
３
月

に
か
け
て
市
内

に
か
け
て
市
内
1616
の
小
学
３

の
小
学
３

年
生
約
１
３
０
０
人
が
重
文

年
生
約
１
３
０
０
人
が
重
文

古
民
家
と
歴
史
民
俗
資
料
館

古
民
家
と
歴
史
民
俗
資
料
館

を
訪
れ
て
、
市
民
学
芸
員
の

を
訪
れ
て
、
市
民
学
芸
員
の

案
内
で
体
験
学
習
を
す
る
と

案
内
で
体
験
学
習
を
す
る
と

い
う
。

い
う
。

　

１
月

　

１
月
2121
日
は
市
立
稲
村
ケ

日
は
市
立
稲
村
ケ

「
火
鉢
の
中
に
入
っ
て
い
る

「
火
鉢
の
中
に
入
っ
て
い
る

の
は
何
」「
こ
の
道
具
で
ど

の
は
何
」「
こ
の
道
具
で
ど

う
や
っ
て
う
ど
ん
を
作
る

う
や
っ
て
う
ど
ん
を
作
る

の
」
と
興
味
深
々
だ
っ
た
。

の
」
と
興
味
深
々
だ
っ
た
。

　

小
冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ

　

小
冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ

た
同
会
は
、「
戦
国
時
代
、

た
同
会
は
、「
戦
国
時
代
、

北
条
早
雲
が
築
い
た
玉
縄
城

北
条
早
雲
が
築
い
た
玉
縄
城

を
中
心
と
し
た
鎌
倉
の
歴
史

を
中
心
と
し
た
鎌
倉
の
歴
史

を
楽
し
く
学
び
、
自
分
の
ま

を
楽
し
く
学
び
、
自
分
の
ま

ち
や
昔
の
暮
し
に
関
心
を
も

ち
や
昔
の
暮
し
に
関
心
を
も

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
わ

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
わ

か
り
や
す
く
、
面
白
い
内
容

か
り
や
す
く
、
面
白
い
内
容

に
な
る
よ
う
努
め
た
」
と
話

に
な
る
よ
う
努
め
た
」
と
話

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

崎
小
学
校
の
３
年
生

崎
小
学
校
の
３
年
生
4141
人
が
人
が

訪
れ
、
同
資
料
館
で
は
、
天

訪
れ
、
同
資
料
館
で
は
、
天

秤
ば
か
り
で
計
っ
た
り
、
二

秤
ば
か
り
で
計
っ
た
り
、
二

人
一
組
で
も
っ
こ
を
担
い

人
一
組
で
も
っ
こ
を
担
い

だ
り
、
わ
ら
じ
を
は
い
た

だ
り
、
わ
ら
じ
を
は
い
た

り
の
体
験
学
習
を
し
た
。

り
の
体
験
学
習
を
し
た
。

「
囲い

ろ

り

い

ろ

り

炉
裏
炉
裏
っ
て
な
あ
に
」

っ
て
な
あ
に
」

　

「
北
鎌
倉　

つ
る
し
飾
り

　

「
北
鎌
倉　

つ
る
し
飾
り

の
あ
る
街
」
の
催
し
が
２
月

の
あ
る
街
」
の
催
し
が
２
月

２
日
か
ら
３
月

２
日
か
ら
３
月
2929
日
ま
で
北

日
ま
で
北

鎌
倉
駅
を
中
心
に
約
２
・
５

鎌
倉
駅
を
中
心
に
約
２
・
５

㎞
の
街
道
と
そ
の
周
辺
で
行

㎞
の
街
道
と
そ
の
周
辺
で
行

わ
れ
る
。
２
０
１
１
年
か
ら

わ
れ
る
。
２
０
１
１
年
か
ら

始
め
ら
れ

始
め
ら
れ

今
回
で

今
回
で
1010

回
目
。
期

回
目
。
期

間
中
、
約

間
中
、
約

「
水
戸
御

「
水
戸
御

殿
」「
水
戸

殿
」「
水
戸

の
尼
寺
」
と

の
尼
寺
」
と

呼
ば
れ
、
鎌

呼
ば
れ
、
鎌

倉
唯
一
の
尼

倉
唯
一
の
尼

寺
と
し
て
知

寺
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま

ら
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

入
口
か
ら

　

入
口
か
ら

ひ
っ
そ
り
静

ひ
っ
そ
り
静

ま
っ
て
清
楚

ま
っ
て
清
楚

な
庭
の
花
を

な
庭
の
花
を

愛
で
な
が
ら

愛
で
な
が
ら

進
む
と
奥
行

進
む
と
奥
行

き
が
あ
る
美

き
が
あ
る
美

　

▼
つ
る
し
飾
り
作
り　

２

　

▼
つ
る
し
飾
り
作
り　

２

・
３
月
の
毎
週
水
曜

・
３
月
の
毎
週
水
曜
1313
〜
1515

時
、
香
り
仕
事
。
１
８
０
０

時
、
香
り
仕
事
。
１
８
０
０

円
（
材
料
代
含
）
。
要
予

円
（
材
料
代
含
）
。
要
予

約
。
約
。

　

▼
路
地
巡
り
ふ
し
ぎ
探
訪

　

▼
路
地
巡
り
ふ
し
ぎ
探
訪

　

２
月

　

２
月
2323
日
・
日
・
2929
日
・
３
月

日
・
３
月

1414
日
・
日
・
2121
日
。
９
時
半
、
北

日
。
９
時
半
、
北

鎌
倉
駅
前
西
口
広
場
に
集

鎌
倉
駅
前
西
口
広
場
に
集

合
。
同
行
人
は
島
村
國
治
さ

合
。
同
行
人
は
島
村
國
治
さ

ん
。
５
百
円
。
要
申
込
。

ん
。
５
百
円
。
要
申
込
。

　

問
い
合
わ
せ
斉
藤
方
☎
０

　

問
い
合
わ
せ
斉
藤
方
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2222
・
４
６
９
３

・
４
６
９
３

１
０
０
カ
所
に
つ
る
し
飾
り

１
０
０
カ
所
に
つ
る
し
飾
り

を
飾
っ
て
、
早
春
の
ま
ち
に

を
飾
っ
て
、
早
春
の
ま
ち
に

賑
わ
い
を
添
え
る

賑
わ
い
を
添
え
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

つ
る
し
飾
り
作
り
や
、
北

　

つ
る
し
飾
り
作
り
や
、
北

鎌
倉
歴
史
散
歩
、
お
花
見
会

鎌
倉
歴
史
散
歩
、
お
花
見
会

な
ど
の
催
し
も
。

な
ど
の
催
し
も
。

し
い
竹
林
も
広
が
り
鎌
倉
ら

し
い
竹
林
も
広
が
り
鎌
倉
ら

し
い
落
ち
つ
き
で
心
が
和
み

し
い
落
ち
つ
き
で
心
が
和
み

ま
す
。
そ
し
て
中
央
に
堂
々

ま
す
。
そ
し
て
中
央
に
堂
々

　

▼

　

▼
節
分
祭

節
分
祭
１
日
１
日
1414
時
頃
、

時
頃
、

大
船
観
音
寺
。
３
日

大
船
観
音
寺
。
３
日
1010
時
、
時
、

森
戸
神
社（
葉
山
）。
正
午
、

森
戸
神
社（
葉
山
）。
正
午
、

建
長
寺
・
長
谷
寺
。

建
長
寺
・
長
谷
寺
。
1313
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

鶴
岡
八
幡
宮
。
1313
時
半
・

時
半
・
1515

時
、
遊
行
寺（
藤
沢
）。

時
、
遊
行
寺（
藤
沢
）。
1414

時
、
龍
口
寺
。

時
、
龍
口
寺
。
1515
時
、
鎌
倉

時
、
鎌
倉

宮
・
亀
岡
八
幡
宮（
逗
子
）。

宮
・
亀
岡
八
幡
宮（
逗
子
）。

　

▼

　

▼
針
供
養

針
供
養
８
日
８
日
1010
時
半
、

時
半
、

荏
柄
天
神
社
。　

荏
柄
天
神
社
。　

　

▼

　

▼
初
午
祭

初
午
祭
９
日
正
午
、
佐

９
日
正
午
、
佐

助
稲
荷
。

助
稲
荷
。
1414
時
、
鶴
岡
八
幡

時
、
鶴
岡
八
幡

宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
業

宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農
業

神
の
大
明
神
に
豊
作
祈
願
。

神
の
大
明
神
に
豊
作
祈
願
。

　

▼

　

▼
紀
元
祭

紀
元
祭
1111
日
1010
時
、
鶴

時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
建
国
を
祝
う
。

岡
八
幡
宮
。
建
国
を
祝
う
。

　

▼

　

▼
大
国
祷
会
成
満
祭

大
国
祷
会
成
満
祭
1111

日
、
長
勝
寺
。

日
、
長
勝
寺
。
1010
時
、水
行
。

時
、水
行
。

　

▼

　

▼
涅
槃
会

涅
槃
会
1515
日
1010
時
、
建

時
、
建

長
寺
。

長
寺
。
1313
時
、
龍
口
寺
。

時
、
龍
口
寺
。
1414

時
、
光
明
寺
。
他
各
寺
院
。

時
、
光
明
寺
。
他
各
寺
院
。

釈
迦
入
滅
の
法
会
。

釈
迦
入
滅
の
法
会
。

　

▼

　

▼
祈
年
祭

祈
年
祭
1717
日
1010
時
、
鶴

時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　

▼

　

▼
天
長
祭

天
長
祭
2323
日
1010
時
、
鶴

時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。

岡
八
幡
宮
。

　

平
成

　

平
成
3131
年
度
鎌
倉
市
提
案

年
度
鎌
倉
市
提
案

協
働
事
業
で
市
教
育
委
員
会

協
働
事
業
で
市
教
育
委
員
会

と
の
協
働
に
よ
り
、
玉
縄
城

と
の
協
働
に
よ
り
、
玉
縄
城

址
ま
ち
づ
く
り
会
議
（
荒
井

址
ま
ち
づ
く
り
会
議
（
荒
井

章
会
長
・
会
員

章
会
長
・
会
員
5050
人
）
が
昨

人
）
が
昨

年
1212
月
、
小
・
中
学
生
の
た

月
、
小
・
中
学
生
の
た

め
の
体
験
型
社
会
科
学
習
の

め
の
体
験
型
社
会
科
学
習
の

副
教
材
と
し
て
『
か
ま
く
ら

副
教
材
と
し
て
『
か
ま
く
ら

玉
縄
の
む
か
し
の
は
な
し
』

玉
縄
の
む
か
し
の
は
な
し
』

を
出
版
し
た
。

を
出
版
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
学
校
の
社
会

　

こ
れ
は
、
小
学
校
の
社
会

科
の
「
昔
の
く
ら
し
や
道

科
の
「
昔
の
く
ら
し
や
道

具
」
の
学
習
の
一
環
で
、
鎌

具
」
の
学
習
の
一
環
で
、
鎌

倉
市
植
木
の
龍
寶
寺
境
内
に

倉
市
植
木
の
龍
寶
寺
境
内
に

あ
る
地
域
の
歴
史
を
物
語
る

あ
る
地
域
の
歴
史
を
物
語
る

歴
史
民
俗
資
料
館
や
、
移
築

歴
史
民
俗
資
料
館
や
、
移
築

保
存
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化

保
存
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
石

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
石

井
家
住
宅
を
訪
れ
る
子
ど
も

井
家
住
宅
を
訪
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
副
教
材
と
し

た
ち
の
た
め
に
副
教
材
と
し

て
作
成
さ
れ
た
。
２
５
０
０

て
作
成
さ
れ
た
。
２
５
０
０

部
出
版
し
、
市
内
の
小
中
学

部
出
版
し
、
市
内
の
小
中
学

校
と
図
書
館
な
ど
に
配
布
さ

校
と
図
書
館
な
ど
に
配
布
さ

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

Ａ
４
版

　

Ａ
４
版
2424
㌻
の
小
冊
子
に

㌻
の
小
冊
子
に

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
、
縄
文
時
代

示
さ
れ
て
い
る
、
縄
文
時
代

の
出
土
品
、
く
わ
や
大
鋸
、

の
出
土
品
、
く
わ
や
大
鋸
、

脱
穀
機
な
ど
の
農
具
、
竿
ば

脱
穀
機
な
ど
の
農
具
、
竿
ば

か
り
、
長
火
鉢
、
羽
釜
な
ど

か
り
、
長
火
鉢
、
羽
釜
な
ど

の
く
ら
し
の
道
具
な
ど
の
写

の
く
ら
し
の
道
具
な
ど
の
写

真
や
、
玉
縄
城
址
の
案
内
、

真
や
、
玉
縄
城
址
の
案
内
、

玉
縄
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
戦

玉
縄
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
戦

歴史民俗資料館１階で説明を受ける子どもたち歴史民俗資料館１階で説明を受ける子どもたち

２階で昔の道具を体験２階で昔の道具を体験

発行された副教材発行された副教材

２月２月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（100100）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

英
勝
寺
山
門
・
阿
弥
陀
三
尊
像

英
勝
寺
山
門
・
阿
弥
陀
三
尊
像

『
か
ま
く
ら
玉
縄
の
む
か
し
の
は
な
し
』

『
か
ま
く
ら
玉
縄
の
む
か
し
の
は
な
し
』

郷
土
の
歴
史
や
昔
の
く
ら
し
学
ぶ
副
教
材

郷
土
の
歴
史
や
昔
の
く
ら
し
学
ぶ
副
教
材

軒
先
や
店
内
な
ど

軒
先
や
店
内
な
ど
10100
カ
所
に
彩
り

カ
所
に
彩
り

「
北
鎌
倉

「
北
鎌
倉 

つ
る
し
飾
り
の
あ
る
街
」

つ
る
し
飾
り
の
あ
る
街
」

２日から２日から
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